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かぶり厚さが不足しやすい箇所

JASS5 の改定

2009 年 2 月に改定された日本建築学会 「建築工事標準仕様書・

同解説 JASS 5 鉄筋コンクリート工事 2009」では、これまで主

に、型枠脱型後の外観検査によって確認されていた構造体コン

クリートのかぶり厚さについて、新たに、かぶり厚さ不足の兆

候が認められた場合、非破壊検査によって確認することが規定

されました。また、同仕様書では、JASS 5 T-608：2009「電磁

誘導法によるコンクリート中の鉄筋位置の測定方法」または、

同等の精度で検査を行える方法に従って、鉄筋位置を測定する

ことが規定されています。

かぶり厚さの検査法フロー

探査状況（使用機器：フェロスキャン） 探査状況（使用機器：プロフォメーター）

下図に示すように、コンクリートの打ち込み中にスペーサーや

バーサポートが外れて、鉄筋位置がずれたり、型枠が変形した

りして、所定のかぶり厚さが確保されない場所が生じます。

一般的には以下の箇所でかぶり厚さ不足となる可能性が高いと

言えます。

　（１）部材の下面とその隅角部や端部

　（２）部材が交差する配筋密度が高い部位

　（３）鉄筋の継手・接合箇所および定着筋周辺

なお、かぶり厚さなどの配筋調査法としては、この他に

電磁波ﾚｰﾀﾞ法（RCﾚｰﾀﾞ等）があります。しかし、型枠脱

型後はｺﾝｸﾘｰﾄの含水率が急速に変化するため、測定精度

が比誘電率に左右される電磁波ﾚｰﾀﾞ法で JASS 5 T-608 

と同等の精度で検査を行うためには、その含水率も精度

よく測定する必要が生じます。

～ JASS５の改定と
鉄筋のかぶり厚さの非破壊検査法～NIPPON TECNICS

鉄筋コンクリート造建築物における品質管理

型枠脱型

かぶり厚さ不足の兆候を目視検査

かぶり厚さの非破壊試験

同一打込み日、同一打込み工区の柱、梁、壁、床、屋根スラブで、

かぶり不足が懸念される部材を各 10％選択し、測定可能な面に

ついて各 10 本以上の鉄筋のかぶり厚さを測定。

＜判定基準＞

ⅰ）測定値と最小かぶり厚さとの関係

ⅱ）最小かぶり厚さに対する不良率

ⅲ）測定結果の平均値の範囲

ⅰ，ⅱ，ⅲの全てを満足して合格

ⅰまたはⅱが不合格の場合

不合格の場合

ⅲが不合格の場合

部材からさらに 20％を選択し判定

不良率 15％以下で合格

部材の全数検査

不良率 15％以下で合格

耐久性、耐火性、構造性能を検

証し、必要な補修を行う

不合格となった部材の鉄筋が部

材断面の中心部に偏って配置さ

れていないことを確認

かぶり厚さ未満の箇所を補修

※不合格になった場合の、具体的な補

修方法・補強方法は、工事開始前に発

注者と協議しておくことが望ましい

χ ≧ Cmin-10mm

P （χ＜Cmin） ≦ 0.15

Cmin ≦ Χ ≦ Cd＋20mm

χ：個々の測定値（mm）　　　　　Cmin：最小かぶり厚さ（mm）

Χ：測定値の平均値（mm）　　　　Cd　：設計かぶり厚さ（mm）

P（χ＜Cmin）：測定値が Cmin を下回る確率

（柱）帯筋の芯ずれにより
かぶり厚さが不足する例

（柱）帯筋の回転により
かぶり厚さが不足する例

スペーサ スペーサ

正しい

かぶり厚さ不足かぶり厚さ不足 かぶり厚さ増加

位置


